
つけたい力    自らの学びをデザインする力 

                                                                                                                                                                                                                                                               
（中４）長崎市立片淵中学校 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪家庭との連携≫ 

◇積極的な情報発信 

・定期的な学校便り等

の発行 

・ホームページの随時

更新 

◇共通理解・共通実践 

・がんばらんば週間の

実施による生活習

慣リズムの確立 

 

≪教育環境の整備≫ 

◇学習規律の確立 

・着席、挨拶、姿勢、

態度、机上、視線な

ど全教科で徹底 

◇学習環境の充実 

・空きスペース・教

室の有効活用（自習

室） 

心身ともに健康でたくましく、 

課題を追究する力を身につけ、未来社会を担うことができる生徒の育成 

学校教育目標 

≪重点目標≫ 

〇課題発見・解決力の育成  自ら課題を発見し、解決する力をつける 

〇自己調整力の育成     学び方を自己調整し、学びを継続する力の育成 

≪特別支援≫ 

◇アセス実施と分析 

・全校アセス実施によ

る特性把握と個別

分析結果の活用 

◇ユニバーサル対応 

・特別支援班による、

生徒の特性に応じ

た効果的な学習・課

題管理方法の工夫 

≪振り返り・改善≫ 
・翌週月曜朝に、1週
間の達成度や気づ
きをクロムブック
に言語化。また授業
の振り返りシート
の気づきを含め次
の学習計画をリデ
ザインする。 

≪計画・学びの選択≫ 
・目標達成のための勉
強方法をクロムブッ
クに入力。Qubena、教
科書やワークから自
立して適した教材・
学習手段を主体的に
選択する。 

≪目標設定≫ 
・授業の振り返りを
参考に、月曜朝のデ
ザインタイムで今
週の目標を決定。具
体的な学習方法を
個人で考え、グルー
プで共有・助言し合
う。 

≪実行≫ 
・月曜日に決めた
計画・方法をもと
に、家庭学習を主
体的に実践。自分
の学習状況や理
解度に応じて柔
軟に計画を調整
する。 

【自律的学習習慣の確立】自ら学びをデザインする姿勢の育成 

〈授業での取り組み〉「自らの課題と次の学び」を見出す終末の全校統一振り返り 

〈家庭学習での取り組み〉「計画・実行・確認」を行う自学サイクルの確立 

☆学校評価アンケート「家庭学習の習慣が身についている」生徒・保護者・教師肯定的回答７０％以上 

≪地域との連携≫ 

◇学びの多様化 

・地域人材（大学

生・卒業生）と

の交流 

・小学生との縦割

り学習会（出前

LDP） 

≪教員研修≫ 

◇校内研修の充実 

・週１回班別研修

の時間を確保し

協議 

☆学校評価アンケ

ート「研修が充

実し、資質が向

上している」肯

定的回答 100％ 


